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１ まちづくり推進会議における検討の課題と経過 

（１）市長から依頼があった検討課題 

市区長会から提起があった次に掲げる項目について、市が設置する「安曇野市まちづく

り推進会議」において検討し、区など各主体が行うべき取り組みを提案としてまとめまし

た。 

 

【区の意義や重要性の理解促進について】 

市区長会では、市民の生活の最も身近なコミュニティ組織として、区は見守りや支

え合い、助け合いの地域づくりの基盤強化のため、区域内に居住するすべての世帯を

組織することを目指しています。  

しかし、近年、人間関係の希薄化や価値観の多様化が進む中、区はその意義や重要

性について市民にご理解いただくよう取り組んでおりますが、区への加入及び活動

への参画について理解を得られにくくなっています。多くの市民に区の意義や重要

性をご理解いただくためにどんな取り組みが必要か、多様な視点からご意見をいた

だくととともに、各種団体・組織と連携した取り組みの可能性について検討を依頼し

ます。 

 

（２）まちづくり推進会議におけるこれまでの検討経過 

まちづくり推進会議では、市長から依頼のあった「区の意義や重要性の理解促進につい

て」をワーキンググループにおいて検討してきました。この度、その結果をまとめ提言し

ます。 

ワーキンググループは、まちづくり推進会議の推進委員会、市区長会、民生児童委員、

社会福祉協議会、地区社会福祉協議会、公民館、福祉事業者、消防団、子ども会育成会、

宅建安曇野会、安曇野暮らし支援協議会、移住者、NPO法人、地域活動実践者の代表と

地域おこし協力隊の 19 名で構成し、それぞれの立場から区の意義を広く理解していた

だくための具体的な取り組みについて検討しました。 

  まちづくり推進会議では、区の意義や重要性についての周知の実態把握から始め、それ

を基に今後必要かつ実現可能な取り組みについて 5 回のワーキンググループを開催し、

取りまとめました。 

  まちづくり推進会議（推進委員会）では、ワーキンググループの検討結果を基に改めて

提案書として提出をします。 

 

（３）審議経過 

  審議は、まちづくり推進会議を3回開催し、またワーキンググループを5回開催しま

した。 
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会議名 
開催日 

まちづくり推進会議（推進委員会） ワーキンググループ 

第 1回 
まちづくり
推進会議 
 
令和元年 8
月 8日 

〇課題の精査 
〇ワーキンググループの構成について 
〇今後の研究・検討について 

 

第 1回 
ワーキング
グループ 
 
令 和 元 年
10 月 17
日 

 〇「まちづくり推進会議」及び「ワーキン
ググループ」について 

○審議計画（審議課題、審議スケジュール） 
○課題の精査 

第 2回 
ワーキング
グループ 
 
令 和 元 年
11月7日 

 ○区の意義 
〇区の意義を理解してもらうために、また
区加入のために区や市区長会は何をす
べきか 

第 2回 
まちづくり
推進会議 
 
令 和 元 年
12 月 23
日 

〇委員委嘱 
〇まちづくり推進会議について 
〇ワーキンググループの進捗状況報告 
〇平成30年度支え合い助け合う地域社会
の構築に向けた提言について 

・提言内容 
・提言に対する市区長会の対応 

 

第 3回 
ワーキング
グループ 
 
令 和 元 年
12 月 23
日 

 ○区の意義を理解してもらうために、また
区加入のために区や市区長会は何をす
べきか 

〇区の意義を理解してもらうために、また
区加入のために各立場でできること 

第 4回 
ワーキング
グループ 
 
令和2年1
月 30日 

 ○区の意義を広く市民が理解するために、
各主体が実施すべき事項 

 

第 3回 
まちづくり
推進会議 
 
令和2年2
月 10日 

〇ワーキンググループの審議結果報告 
〇「区の意義や重要性の理解促進につい
て」の提言書について 

 

 

第 5回 
ワーキング
グループ 
 
令和2年2
月 10日 

 〇まちづくり推進会議（推進委員会）から   
 の意見について 
〇「区の意義や重要性の理解促進につい
て」の提言書について 
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２ まちづくり推進会議の提案 

 市から依頼された「区の意義や重要性の理解促進について」をまちづくり推進会議推進委員会に

おいて 3 回、同ワーキンググループにおいて 5 回にわたり審議を重ねてきました。その結果、次

の「区の意義や重要性の理解促進について」の具体的取り組みについて提案します。 

  

 

【提案１】～区の意義や重要性の理解促進について 

「区の意義や重要性の理解促進」及び「市民の自主的・自発的な行動の推進」について、各主体

が実践すべき取り組み、または参考として実践可能な取り組みを提案します。 

 

 

■市（市区長会事務局を含む）の役割 

 

主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

市 

転入者への
対応 

・転入者へ、区の意義や各区の取り組みについて紹介し、安曇野市の地域コ 
ミュニティについて理解をいただく。 

全市制度の
説明 

・地域区長会や市区長会において、従来の縦割りの説明でなく、市全体の支 
え合いや見守りの制度や仕組み、またそこに関わる地区社協、民生児童委 
員、福祉員、健康づくり推進員、福祉関係の事業所などの役割と連携につ 
いて説明するとともに、介護保険に関わる生活支援体制整備事業や生活支 
援コーディネーターについて紹介する。 

連携支援 
・NPO 法人など各種市民活動団体のミッションや取り組み事例を各区に紹 
介し、連携のコーディネートを行う。 

・福祉事業所の一覧（区別）を作製し、各区や民生児童委員などへ配付する。 

市民活動 
サポート 
センター 

・各区の情報とその他の主体の情報を収集、一元化、提供することにより、
各区と連携が必要あるいは連携することが望ましい主体をつなげる。 

・市民活動サポートセンターの各団体等の情報が市民誰にでも見える環境を
つくるとともに、各区と市民活動団体などの連携・協働の事例の紹介を行
う。 

・市民活動サポートセンターに配置する職員が、コーディネーターとして誰
からもわかるよう位置付けるとともに、そのスキルを高め、あらゆる相談
に応ずるとともに、地域課題解決に向け協働のまちづくりの推進を先導す
る。 

・市民活動サポートセンターが広く区のサポートができるよう、将来的には
NPO法人などによる中間支援組織が運営する仕組みを検討する。 

区の負担 
軽減 

・支え合い、助け合う地域社会の確立には区の役割が一層増大することから、
市からの依頼事項の精査を行い、各区の負担の軽減に努める。 

・複雑化する地域課題に対し、各区が取り組んでいることから、市は側面的
支援や財政支援を継続する。 

区等交付金 ・各区長へ区等交付金の詳細な内容と意義を説明する。 
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主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

市 
／ 

市区長
会事務
局 

マニュアル
の簡素化 

・各種マニュアルの概要版を、区長、区の役員及び市民がわかりやすくさら
に簡素化する。 

各区の紹介
資料 

・各区の状況は異なることから、宅建安曇野会などが区加入の案内をする上 
で、各区を紹介（事業、区費等、役員などのほか、アピールポイント）す
る内容が一目で見えるような資料を作成する。現状の区紹介カードは転入
者向けだが、紹介者の手持ちとして説明できる資料を作成する。 

・上記各区の紹介をホームページ上に掲載する。 
・区の紹介カードは83区から提出をいただく。 

 
区の 

相談窓口 

・区に関わるあらゆる相談窓口の充実を図るとともに、各区や全市民に周知 
する。 

・現在実施している「区に関する相談会」が不調であるため改善する。 

HPの充実 

・市区長会の取り組みや区の意義など、市民の理解を得られるような内容を 
掲載する。 

・区長や区役員の負担軽減を図るため、市 HP上に提出書類の掲出、また事 
務局とメールによる事務手続きができる仕組みの構築について検討する。 

 

■市区長会・地域区長会の役割 

 

主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

市 
区長会 
・ 
地域 
区長会 

役員の 
引継ぎ 

・地域区長会の新役員（正副会長など）が地域区長会において選出されたと
ころで、前年度の役員との引継ぎ会を開催し、また市区長会では新役員（正
副会長）が内定（4 月末に 5 人の地域区長会長により互選）したところ
で、前年度の役員との引継ぎ会を開催する。引継ぎはそれぞれの組織や事
務手続き、役員の役割だけでなく、市区長会のビジョン・取り組み、各区
への支援のあり方など経験をもとに伝える。 

区長の任期 
・各区が目指すビジョンや課題の共有、また事業の継続性などから、区長の
任期を最低2年とするよう、市区長会理事会において方向性を示し、地域
区長会における検討を依頼する。 

学習会 
・ 

研修会 

・全地域における新任区長向け及び全区長向けの学習会を開催し、新任向け 
の内容は区の意義や区長の心構えなど、また全区長向けには、市区長会の 
目的・理念・取り組み、市全体の支え合いの制度・仕組みと市区長会、地 
域区長会、区の役割、区長の役割、民生児童委員、福祉員、地区公民館、 
地区社協、自主防災会などの役割と連携、地域課題解決の手法などとする。
なお、各種マニュアルは困ったときに開けばよいが、掲載されている項目
やある程度の内容を理解できるための説明は必要である。 

・学習会は全区長を対象に、4月など早い時期に開催する。ただし、区長の 
負担も多いことから、第1 回地域区長会において開催する。 

・上記以外の学習会などでは、会議体だけでなく、意見が出しやすい手法
（WSなど）を取り入れる。 

視察研修 
・市区長会及び地域区長会の先進地視察研修は、市全体や各地域の課題解決
を目的とし、早い時期に実施する。 

総会 
・市区長会総会における事業計画（案）の説明に、事業を行う根拠（意義）
や事業がもたらす成果を含めた内容を伝える。 

区長会 
・地域区長会または市区長会理事会において、各区が抱える課題の共有とそ 
の解決のための議論の時間を十分確保するとともに、各区の区役員や次期 
役員、または理事以外の区長の出席（傍聴）も検討する。 
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主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

市 
区長会 
・ 
地域 
区長会 

情報共有 
・連携 

・各地域内において、先進的な取り組みなど情報を共有する場を設ける。 
・各地域をブロックごとに細分化し、小さな単位で連携し、地域特有の課題
の共有や解決に向けた議論を展開し、その内容を地域区長会へ報告する。 

OBによる
支援 

・市区長会役員経験者などが、事業や市区長会が果たす役割を引き継ぐため、 
オブザーバーあるいは助言者として参画できる仕組みをつくる。市区長会 
会則に、「顧問を置くことができる」規定を設ける。 

他団体 
による支援 

・市区長会や各区への支援体制として、区長のOBなどによる中間支援組織
の設立など、新たな仕組みの構築を検討する。ただし、その団体の運営に
関わる経費や人件費などの課題がある。 

専門部会 

・専門部会により共通する課題解決のための議論を進めているが、毎月 1.5 
時間程度で煮詰まった話し合いができていないことから、理事会終了後で 
なく別途時間を取ることも検討する。また、専門部会へ参加する区長の人 
数が年々減少してきていることから、多くの区長が参画するような仕組み 
を構築する。 

 

■区・区長の役割 

 

主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

区 
・ 
区長 

引継ぎ 

・区長は、経験を活かし、区の意義や取り組み、区が抱える課題、また市区 
長会や地域区長会の取り組みについても引き継ぐ。 

・苦労された前役員への感謝の気持ちを伝えながら、区の意義や取り組みを 
含めた引継ぎを行う。 

ボトム 
アップ 

（区民の声を

大切にする） 

・区を理解し参画してもらうため、区民の声を大切にし、その声を集約する 
仕組み（隣組長などを中心とした意見集約の仕組み、あるいは個人が直接
区へ声を伝える（投書箱など）仕組みなど）を構築するとともに、その声
を尊重し、事業化し、声を発する方々の参画をいただく。 

・区民が参画しやすく、意見が出しやすい「WS」などの手法を用いる。み 
んなで考える場をつくり、そこに参加することで住んでよかったと思え、   
その議論の場が結果たまたま「区」であった形が望ましく、結果として区  
に入ってもらえればよい。 

情報共有 
・市区長会や地域区長会の取り組みや事業など、区役員や区民に伝える仕組 
み（会議や情報共有のための区報などのツール）を確立し、情報を共有す 
る。 

OBによる
支援 

・区の役員などの経験者からアドバイスをもらえる仕組み（顧問の設置など）
を構築する。 

人材 

・様々な課題の解決に向けて、先導的に仕掛ける人間が必要であり、その人
材を発掘、育成する。 

・NPO 法人、事業所など各種団体の人材をはじめ資源を活用する。 
・地域課題解決や地域づくりに大学生や高校生など若い目線の考えを取り入
れる。 

・外国人に対して令和2年度市区長会が提案する「地域に暮らす外国人住民
とのコミュニケーションについて」を参考としたコミュニティの形成を図
るとともに、外国人が地域に参画することにより、地域づくりのパートナ
ーとしてより良い地域をともに目指す。 

部制度の 
推進 

・部制度の趣旨を理解し、83 区が部制度を導入する。 
・部制度創設を機会に、区及び地区公民館、地区社会福祉協議会など各地縁
組織が実施している事業を見直すことにより、事業の統合や廃止、また組
織間の連携の強化により、コスト削減、補助金の有効活用など、効率的か
つ効果的な区運営を行う。 

・区が抱える課題の解決にあたり、専門性を持つ関係機関、事業所や NPO
法人などとの縦割りの関係を解消し、連携を強化する。 
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主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

区 
・ 
区長 

区加入 
促進 

・区加入を目的とするのでなく、住みやすい環境づくりの中から加入をいた 
だく。 

・未加入者を巻き込んだイベント（防災訓練、お茶会など）を開催する。 
・区独自で区を紹介するリーフレットを作成し、区の良さを転居者に伝える。 
・区加入の勧誘の際のスキルは最も重要であることから、平成３０年度安曇 
野市区長会作成の「区加入促進マニュアル」を参考に、区の意義や区が実 
施する事業等説明できる体制を構築する。 

・区加入の勧誘は、理解と知識を持つ区長が望ましいが、区によっては隣組 
長が行うこともあり、この場合上記のとおり十分スキルを高める。 

区脱会 
対策 

・高齢化が高まり役員のなり手不足が深刻化する中、高齢者等に対する区費
の減免や役員の免除等、区の体制を再検討するとともに、隣組内相互によ
り高齢者等をサポート、補助する体制を検討する。 

・部制度を通じて、役員数の縮減によるスリム化、事業の見直し等によるコ
スト削減や負担軽減、区内地縁組織の横の連携の強化などによる区民や役
員の負担軽減など、区組織体制の見直しにより円滑な運営を図る。 

・区長は、市区長会または地域区長会の研修を通じ区の意義や重要性を理解
するとともに、区民に対しても理解をいただくよう十分な周知を行い、区
からの脱会を防ぐ。 

区費等 

・区費の使途や意義、区加入金や公民館建設負担金などの使途や意義ととも 
 に金額など家を建てる前に明確に伝える。 
・区費等の減免は、区の実情や公平性などを考慮して検討する。 
・同じ敷地内の親子など２世帯や別の敷地に住む親子など２世帯の区費の取 
り扱いについて、区の実情に合わせて検討する。 

防災・減
災、災害時
の対応 

・日常的に区内の高齢者、障がい者など要支援者を支える仕組みとして、隣
近所や隣組など小さい単位での顔の見える関係づくりを基盤とした支え
合い、助け合い、見守り合う地域づくりを進める。そのため、自主防災組
織、民生児童委員、地区社会福祉協議会、地区公民館など地縁組織や NPO
法人、福祉事業所など外部組織と連携するとともに、区民総参加はもとよ
り未加入者を含めた防災・減災対策（避難訓練、防災訓練、防災会議の開
催など）を施す。 

・有事の際は、日常の防災・減災対策に基づく相互支援や市など関係機関と
の連携のもと、区から犠牲者を少しでも出さないよう努める。このことに
より安全・安心な暮らしが確保できる。 

・災害時要支援者支え合いマップの作成に、区、自主防災組織、民生児童委
員、地区社会福祉協議会などのほかに福祉事業所などの参加を促す。 

地域づくり
と事業 

・区民が安心して暮らせる地域環境をつくる。 
・区加入者や未加入者も含め、参加して良かったと思えるような事業を実施
する。 
①子どもを巻き込んだ楽しい異世代交流事業を実施することにより、経験
した子どもが大人になって、また次の世代に継承していく。 

②気の合う仲間同士のグループやサークルにより楽しくコミュニケーシ
ョンを図る。（仲間づくり） 

③地域で引き継がれているお祭りなど楽しい行事に参加してもらうこと
から区の魅力を感じていただく。 

隣組長 
・ 

福祉員 

・福祉員の役割について、引継ぎを十分行うとともに、市社会福祉協議会に 
よる説明会を区などで開催する。 

・区の意義などを理解するとともに、福祉員としての自覚が高まるような研
修会などの参加を通じて育成を図る。 
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■隣組長の役割 

 

主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

隣組長 

区を知る 
・区の意義と取り組み、またそのための区費の使われ方について理解し、転 
入者へ説明を行う。 

・地域の良さや区に入ることの良さを伝える。 

福祉員 
・隣組長は福祉員の看板も持っていることから、福祉員の役割について理解 
し、若干そのアンテナを高くし、組内の情報をつかむとともに、日常の 
あいさつと声がけを行う。 

 

■民生児童委員の役割 

 

主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

民生児
童委員 

声がけ 
・見守り活動を行うため、日常的な声がけなどによりコミュニケーションを 
図る。声がけは、区加入者、未加入者に関係なく実施する。 

・訪問の際に、区の行事への参加を促す。 

連携 

・福祉員との密なるコンタクトにより、情報共有し、また区民の困りごとに 
対して、福祉員と話し合いながら対応することから地域で暮らすことの不 
安を軽減させる。 

・区長と必要に応じて懇談し、情報共有を図るとともに、課題解決に向けて
連携して取り組むことにより、市民が安心して暮らせる地域づくりを進め
る。 

 

■公民館・地区公民館の役割 

 

主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

公民館 
・ 
地区 
公民館 

分館と 
地区公民館
の連携 

・地域ごとの分館は、人材や行事の情報を地区公民館へ提供し、また地区公
民館におけるイベントなどを支援する。 

地区公民館
と区の 

目標の共有 
・地区公民館は区と目標を共有し、より良い事業を展開する。 

地区公民館
と区との 
一体化 

・地区公民館と区が一体的に事業を展開することにより、多くの区民が参加 
し、より良いコミュニティづくりにつなげる。そのため、地区公民館施設
機能（地域課題を解決するための学習の場、地域コミュニティ維持と持続
的な発展を推進する拠点、地域の防災拠点）の充実及び区と地区公民館と
の段階的な共同事業（例 ステップ１：地域を知る（地域巡り）、ステップ
2：学びから地域を考える（次項の地区公民館報の区との共同発行、地区
公民館と区との年間事業計画の周知、公民館講座・出前講座の開催）、ステ
ップ３：区民の主体的な参画を促す仕組みづくり（情報・広報担当を区と
地区公民館双方で設置し連携、区と地区公民館の役員の紹介、区と地区公
民館の協働事業の紹介）など）を展開する。 

・地区公民館と区が一体となって情報誌を発行し、多くの区民に区の意義、 
区の良さや区の活動について伝える。 

・部制度の仕組みの中で、より地区公民館と区の連携を強化する。 

地区公民館
事業 

・地区公民館独自の事業を展開し、区未加入者も含めた楽しい催しの中から 
交流、親睦が生まれ、区加入促進へつなげる。 

・区民が集い、楽しいイベントの開催のために市民活動団体などと連携する。 

※分館は安曇野市公民館条例に基づく各地域の公民館（豊科公民館、穂高公民館、三郷公民館、堀
金公民館、明科公民館）で、地区公民館は条例に基づかない各区にある全99の公民館です。 
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■社会福祉協議会の役割 

 

主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

社会 
福祉 
協議会 

しくみ 
づくり 

・福祉員活動の普及・啓発…最も身近な支え合いや見守り合いの単位である
隣組内の顔の見える関係、心の通ったコミュニティ形成のため、福祉員活
動の普及・啓発を推進する。 

・災害時支え合いマップの推進…いざ有事の際に、隣近所や隣組単位、ある
いは常会、町内会、そして区により要支援者が無事に避難できるための「災
害時住民支え合いマップ」の作成の推進を図る。 

・生活支援体制整備事業の推進…多様な主体が関わって身近な高齢者の生活
をサポートできる地域づくりにむけ、生活支援体制整備事業を推進する。 

関係づくり 

・サロン活動の推進…近隣の住民同士が互いに気にかけあい、支え合えるコ
ミュニティ形成に向け、サロン活動を推進します。 

・地区社協活動の支援…顔の見える関係づくり・居場所づくり・お互いさま
の支え合い活動を目指し多様な事業を展開する地区社会福祉協議会の活
動を支援する。 

・子育て支援事業の推進…児童館における地域ふれあい事業の推進等を通し
て、地域で子どもを育てる土壌作りを目指す。 

人づくり 

・地域福祉を担う人材育成事業の推進…地域の世話やきさん講座、朗人大学
事業、ボランティアセンター事業等を通じ、区や小地域において率先的に
活動する人材の発掘・育成・支援を行う。 

・区や学校と連携した福祉学習の推進…福祉学習は「しあわせづくり」のた
めの学び。大人も子どもも共に地域を知り・考え・体験することを通して、
誰もがしあわせに暮らせる、私たちの地域づくりを推進する。 

※社会福祉協議会は、第3期地域福祉計画及び第３期地域福祉活動計画の基本目標である「仕組み 
づくり」、「顔の見える関係づくり」、「人づくり」を推進する。 

 

■地区社会福祉協議会の役割 

 

主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

地区社
会福祉 
協議会 

参加しやす
い事業 

・体操教室、カラオケなど、市民が参加しやすく、参加したくなる事業を行
う。 

連携 

・区、民生児童委員、地区公民館、子ども会育成会など多くの団体・組織や
委員などとの連携により、見守り活動を強化する。 

・子ども会育成会との連携により、餅つき、三九郎など子どもが参加する事
業を実施するほか、地区公民館や区との連携により多世代交流を実施す
る。 

※地区社会福祉協議会は、区と連携しながら、市民同士の交流を大きな柱として事業を実施する。 

 

■子ども会育成会の役割 

 

主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

子ども
会育成
会 

連携 

・子ども会育成会独自の事業はないが、学校、PTA、地区公民館などと連携
し、子どもが主体の事業を展開する。 

・子どもを主体として事業の実施において、地域コミュニティの意義や支え
合い、助け合いの重要性を子どもたちに伝える。 
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■消防団の役割 

 

主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

消防団 連帯感 
・消防団を経験することで、地域の先輩や後輩との交流が生まれ、その関係 
は生涯のものとなる。 

※消防団のその他の役割は、①防災訓練などに協力して意識の高揚とともに、AED の使用を含めた技
術を身につけ、思いやりをもって地域づくりを共に進める、②日頃から消防団員として地域の行事に
関わり、住民として、消防団員として地域の安全・安心に心を配る、③団長指揮のもと、ポンプ操法
への理解を含め、有事の際に対応できる訓練を重ね、消防団員として責任ある行動を目指す・・・な
どあります。 

 

■県宅地建物取引業協会中信支部宅建安曇野会の役割 

 

主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 
県宅地
建物取
引業協
会中信
支部宅
建安曇
野会 

区加入の 
案内 

・転入・転居される方との不動産の契約の際には、区への加入や隣組長（区 
長）へのあいさつをお願いする。 

・区に加入を前提とする分譲物件については、その旨を伝え区加入を勧める。 
・区の皆さんが安全・安心で楽しく暮らせる地域のために頑張っていること
を伝える。 

 

■安曇野暮らし支援協議会の役割 

 

主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

安曇野
暮らし
支援 
協議会 

区加入の 
案内 

・安全で安心して暮らすため、区に入ることを勧める。 
・現状では、転居される区の情報がないため、各区の詳細な情報（事業、区 
費等、役員などのほか、歴史、文化、アピールポイント）を市区長会事務 
局で作成し、それをもとに紹介していく。 

・区加入を勧める際に区加入のメリット（意義）を十分に伝える。また、防 
災面で隣組単位の支え合いが必要であることを伝える。 

※安曇野暮らし支援協議会は、移住・定住促進に係る事業を実施する団体と行政との連携を図るための
組織であり、安曇野市へ移住を希望する方の総合的な窓口として様々な情報発信、イベント（セミナ
ー、体験会など）を開催することにより、「安曇野暮らし」を後押しする。 

 

■ＮＰＯ法人・市民活動団体の役割 

 

主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

ＮＰＯ
法人・
市民活
動団体 

区や地区公
民館との 
連携 

・市民活動サポートセンターを通じて市民活動団体と区がそれぞれの情報を
共有し、市民活動サポートセンターのコーディネートにより、市民活動団
体が持つ専門性を活かした課題解決や地域づくりを行う。そのために市民
活動サポートセンターへ登録をする。 

・地区公民館が実施する地域資源を活用した歴史・文化伝承事業や交流・親
睦事業に、NPO法人など市民活動団体の専門性を活かした支援を行う。 
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■福祉事業所の役割 

 

主体 項目 区の意義を広く市民が理解し、自ら行動するための取り組み 

福祉 
事業所 

区との連携 

・事業所が持つ資源を区に提供するなど、日常的な区民との関係づくりから、 
コミュニティの大切さを理解いただく。 

・区や民生児童委員、地区社会福祉協議会などとの連携により、地域に出な
いあるいは出ることができない方へのアプローチを行うことにより、地域
とともに暮らしていくための声がけや、困りことなどに対する相談窓口が
あることを伝える。 

・一般避難所では避難生活が困難な高齢者、障がい者、妊婦など災害時に支
援が必要な方に配慮した福祉避難所として、可能な福祉事業所が開放す
る。 

※福祉事業所のその他の役割として、①区へ加入し、区費を支払い、区の回覧版を回すとともに事業所
の情報を回覧板で回していただく、②区の活動に積極的に参画することから地域とのつながりを持つ、
③区主催の防災訓練に参加し、AEDや車いす、ポータブルトイレなどお貸し、また看護師などを参加
させる、④有事の際の避難を、区民と事業所が相互に助け合う、➄区民が平等に参画できる関心の高
いテーマの勉強会や講演会を開催し、地域の皆さんとつながる・・・などあります。 

 

 

 

【提案２】～まちづくり推進会議提案後の進捗管理について 

 まちづくり推進会議による市長への提案後、市長から各主体への具体的実践の依頼がありますが、

依頼に基づくその後の各主体の実践の進捗状況をまちづくり推進会議推進委員会及び提案づくり

に携わったワーキンググループに報告し共有するとともに、進捗に対する意見を聴取する機会をそ

れぞれ設けていただくことを提案します。 
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３ 安曇野市まちづくり推進会議（推進委員会）名簿 

任期：～令和元年12月13日、令和元年12月23日～ 

選出区分 役職 氏 名 所属等 備 考 

市区長会
の代表者 

 中 槇 卓 幸 安曇野市区長会  

有識者 

 吉 原 貞 夫   

会長 田 村   浩   

副会長 熊 井 深 男   

 沼 尾 史 久 信州大学経法学部  

団体の 
代表者 

 磯 野 康 子 協働のまちづくり推進基
本方針策定評価委員会 

 

副会長 大 澤 克 己 安曇野市社会福祉協議会  

 内 田 浩 志 安曇野市公民館運営審議
会 

令和元年12月
13日まで 

 峯 村   宏 安曇野市公民館運営審議
会 

令和元年12月 
２３日から 

 川 井 敏 克 安曇野市商工会 
 

 瀧 澤 広 志 あづみ農業協同組合 
令和元年12月
13日まで 

 青 柳 勝 彦 あづみ農業協同組合 
令和元年12月 
２３日から 
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４ 安曇野市まちづくり推進会議ワーキンググループ委員名簿 

 

  

No. 氏 名 団体・組織名 役 職 等 備考 

１ 中 槇 卓 幸 安曇野市区長会 
会長 
専門部会部会長  

２ 瀧 澤 清 志 安曇野市区長会 会長代理  

３ 増 田 早 苗 安曇野市民生児童委員協議会 豊科地区会長  

４ 大 神   泉 安曇野市社会福祉協議会 穂高支所長  

５ 青 柳 和 義 安曇野市地区社会福祉協議会 支部長会会長  

６ 藤 松 伸二郎 安曇野市公民館長 三郷公民館長  

７ 玉 井 英 男 
福祉事業者 
NPO法人社会サポートチーム風を詠む 

理事長  

８ 小 口 茂 子 
福祉事業者 
NPO法人子育て支援ぱおぱお 

理事長  

９ 海老原 晴 香 
福祉事業者 
松本圏域障がい者相談支援センターあるぷ 

所長 
機能強化コーディネーター 

 

10 猿 田 みさ子 安曇野市消防団 女性消防隊長  

11 妹 尾 憲 造 子ども会育成会連合会 会長  

12 堀 井 三 郎 
(一社) 長野県宅地建物取引業協会中信
支部宅建安曇野会 

中信支部理事  

13 望 月   彰 安曇野暮らし支援協議会 会長  

14 宮 﨑 崇 徳 移住者   

15 野 中 由紀子 地域活動実践者（立足区）   

16 土 屋 陽 子 地域おこし協力隊員   

17 田 村   浩 安曇野市まちづくり推進会議 会長  

18 熊 井 深 男 安曇野市まちづくり推進会議 副会長  

19 大 澤 克 己 安曇野市まちづくり推進会議 
副会長 
安曇野市社会福祉協議会  
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事務局（安曇野市 市民生活部：地域づくり課 まちづくり推進係） 

職  名 氏  名 備   考 

市民生活部長 宮 澤 万茂留  

地域づくり課長 山 田 真 一  

まちづくり推進係長 青 柳 祐 司  

まちづくり推進係 主査 矢 下 正 浩  

まちづくり推進係 主任 坂 口 友 理  

まちづくり推進係 主任 小笠原 尚 子  

まちづくり推進係 主事 藤 原 亜沙美  

地域おこし協力隊員 土 屋 陽 子  

 

 


